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Developmental Changes of Image for the Future in Middle-Aged Women. 
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Abstract: This study discussed developmental changes of image for the future in middle-aged women. A survey 
of the subject was taken part in by 303 women from 40 to 60 years-old. The participants were categorized into 4 
groups, early 40s, late 40s, early 50s, and late 50s. The following main factors were found from their comments. 
(a)a positive prospect (b)interaction with others (c) a stable lifestyle (d) acknowledgment of aging process
(e)anxiety and conflict. Overall, middle-aged women have positive vision of their future. Women in their 40s
mentioned their expectations for their life in 50s. On the other hand, women in their early 40s felt a vague 
anxiety about their future. Women in their 50s attempted to accept aging, and they also hoped for an 
independent life. Developmental changes of image for the future in middle-aged women were discussed. 
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日潟・岡本（2008）は，40 歳代，50 歳代，60 歳代の男女を対象として過去・現在・未来への時間
的態度とそのきっかけとなる出来事を尋ねる面接調査を実施し，そこから中年期の時間的展望の様相
をとらえている。その中の未来に関する時間的態度として，40 歳代では目標を設定しチャレンジし































った。調査依頼文には 40 歳から 60 歳の女性を調査対象とすることを明記し，調査の概要および倫理
的配慮について記載した。431 名から回答が得られ（回収率 57.47％），その内，対象年齢に該当しか
つ自由記述への回答がみられたのは 308 名であった。 
２.２. 実施期間 











出かける＞など）は分析から除くこととした。最終的に 303 名（平均年齢 50.14 歳，SD＝5.45）の自
由記述を分類の対象とした。対象者の内訳を Table1 に示す。 
40-44歳 45-49歳 50－54歳 55-60歳
n＝53 n＝81 n＝97 n＝72
常勤職 20 24 25 11
非常勤職・パート勤務 21 26 30 20
専業主婦 5 17 29 28
学生 0 1 0 0
自営業・自由業 4 10 10 10
その他 3 3 3 3
未記入 0 0 0 0
既婚 43 68 93 61
未婚 5 9 2 4
離別 4 3 2 5
死別 1 1 0 2
未記入 0 0 0 0
有 40 65 91 64
無 13 16 6 8
未記入 0 0 0 0
大卒以上 10 24 26 15
専門・短大・高専卒 27 28 43 27
高卒 15 13 24 29
中卒 1 16 4 1
未記入 0 0 0 0
積極的に関わっている 18 30 34 33
受動的に（義務として）関
わっている
17 28 23 14
現在関わっていないが、今
後関わりたい
3 4 13 9
関わっていない 14 19 27 16

































































































































































































人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
楽しく・幸せに 11 20.8% 8 9.9% 14 14.4% 9 12.5%
チャレンジ 3 5.7% 12 14.8% 8 8.2% 4 5.6%
前向きに 2 3.8% 5 6.2% 5 5.2% 3 4.2%
目的・努力 1 1.9% 2 2.5% 4 4.1% 3 4.2%
合計 17 32.1% 27 33.3% 31 32.0% 19 26.4% 94
自己尊重 5 9.4% 10 12.3% 8 8.2% 7 9.7%
自他尊重 5 9.4% 5 6.2% 6 6.2% 3 4.2%
人とのつながり 2 3.8% 3 3.7% 6 6.2% 5 6.9%
次世代への期待 0 0.0% 2 2.5% 2 2.1% 1 1.4%
誰か（具体的な人物）のため 1 1.9% 2 2.5% 3 3.1% 1 1.4%
社会のため 2 3.8% 2 2.5% 3 3.1% 5 6.9%
合計 15 28.3% 24 29.6% 28 28.9% 22 30.6% 89
維持 2 3.8% 1 1.2% 4 4.1% 3 4.2%
健康 1 1.9% 4 4.9% 4 4.1% 4 5.6%
余裕 1 1.9% 4 4.9% 4 4.1% 1 1.4%
今を大切に 3 5.7% 4 4.9% 1 1.0% 2 2.8%
合計 7 13.2% 13 16.0% 13 13.4% 10 13.9% 43
年齢の重ね方 0 0.0% 0 0.0% 4 4.1% 0 0.0%
老いの受容 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 3 4.2%
自律 0 0.0% 1 1.2% 1 1.0% 3 4.2%
見直し 0 0.0% 5 6.2% 2 2.1% 2 2.8%
終末 1 1.9% 0 0.0% 5 5.2% 6 8.3%
合計 1 1.9% 6 7.4% 12 12.4% 14 19.4% 33
予期不安 4 7.5% 4 4.9% 7 7.2% 4 5.6%
漠然とした不安 9 17.0% 7 8.6% 6 6.2% 3 4.2%
合計 13 24.5% 11 13.6% 13 13.4% 7 9.7% 44
















































































の記述も 4.9％でみられ，これらをあわせると【安定した生き方志向】が 16.0％を占めた。 










瀬（1999）では，40 歳代と 60 歳代の女性の自己認識欲求の内容や状況に違いが見られ，女性は加齢
とともに，容貌などの自己の個人的な側面から，他者との関係における自己を重視するようになると
述べられている。本研究の結果からは，40 歳代から 50 歳代にかけても，こうした志向の変化がみら
れることが示唆される。 
それに対し，【加齢に関わる生き方志向】（12.4％）では，40 歳代にはみられなかった特徴がみら
















































8.3％を占めていた。「終末」の意識は 50 歳代前半から見られ，本研究の 4 つの年代の中では 50 歳代
後半で最も高い割合となっていたことから，加齢に伴い老年期に近づくにつれて，自分自身の人生の
終わりが身近に意識されやすくなることが考えられる。 









ここまで，40 歳から 60 歳までの各時期における中年期女性の将来展望の特徴をみてきた。ここで
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